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女子大学生と中高年女性の胴・腰部の体型比較

実践女大家政　平岡和香子　○安藤其奈英　平野導子

被　服　199

　目的　消.t者として既製衣料を購入する場合、寸法とサイズだけに頼t>ざるを得ない現

状であるか、既製衣料を合理的に選択. 着用するには、体型形態という要素を加え人体を

総合的にとらえる* 要かある。今回はシ>lエッターを用いて因子分析決により、女子大学

生と中高年女性との胴・腰部の体型比較を試みた。また。その結果より中高年女性のフィ

ット性を* 要とするスカートの製作時に、体型形態かどのように関わ■、てくるのかを-*体

裁断によりit較検討し、適合度の高いバターンを得ることを目的とした。

　方法　女子大学生2 5 名ど中高年女性2 5 名の計5 0 名について、身体計測よりw、Ｍ

Ｈ、H の相関性を、またシルエッタ- 計測結果より姿勢体型に分類後ウェストの冰-T差を

求め、それぞれ比較検討Lた。さI, i;、姿勢角等I 4 項習につ

いて因子分析を行い標準、反身、屈身体型に分類し、中高年女

性の体型?'lにタイトスカートの立体裁断を行･つた。

　結果　I　｡中高年女性はW －M . Hの相関はもいか、W －H

の相関は低い。2 . 因子分析の結果から、中高年女ft の身体の

充実度はミドルヒップと相関かSiい傾向にあ･つた。3 . 平面晨

開した型紙かi,胴圓における水平差＼i、屈身体型は標準体型 X

り後ろの水平羞を大きくし、反身体型は小さくする方か、ウエ

ストにおけるフベッド性か増すことか明らかにな･-> た。
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後期の体型変異と衣服設計への一考察

女大短大　○森由紀　木岡悦子
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　目的　妊婦の体型は胎児の発達に伴って逐次変異するが、特にその変化の著しい妊婦後

期における着衣のありかたは妊婦の心身に大きく影響を与えると思われる。妊婦の心身を

まもる衣服をどのように設計すべきかを、経時的体型変異や動作時変化量などを通して考

察を加えたので報告する。

　方法　被験者は平均年令26.7才、身長i 155.1 cm 、ｓ 4 .3 cm 、当初のバストi 9 3 . 2 cm、

ｓ 6 .8citiの健康な妊婦である。妊婦週数26週以降の妊婦を対象とし、心身の状態を考慮し

ながら出産前までの可能な週までを追跡計測した。計測項目は長径９、幅･厚径８、周径

８、体表に沿った長さll項目と体重を加えて37項目とし、動態もあわせて計測した。その

他、シル｡エッター・スライディングゲージで身体形状を把握した。　また、階段昇降時の着

衣実験から下体部の動作適合性および安全性の問題を考察した。

　結果　追跡計測の結果、各被験者ともに前腹部の最突出点の著しい変異や胎児の上縁に

あたるウェスト位置の変化などから体型の変異が顕著にうかがえた。ウェストラインの設

定に伴う前・後スカート丈の差が極めて大きく、衣服設計上考察する必要を認めた。下体

部の運動適合量を加えたスカートの着用による階段昇降では、妊婦の視野範囲から安全性

に問題があることがわかった。妊婦の通常着の実態調査からこれを裏付ける資料が得られ

た。前屈時の体表の変化についてその増減を調べると、前股上で－２５％、後股上で＋18.6

％にもおよんだ。


